
建築工事は年度の着工へ
沼宮内高校
の新寄宿舎設計業務は高橋勲設計
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護岸概略検討業務は
アルファ水工コンに
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　山の土砂災害を減らし、安定的な水資源を確保
するには、どのような土地利用が望ましいのでし
ょうか。例えば、森林は「災害を防ぎ、豊かな水
を育む」といわれていますが、近年は流木による
災害や、斜面崩壊時に根が土壌を巻き込んで被害
が大きくなることも報告されています。さらに、
樹木は多くの水を吸い、水蒸気として放出してし
まうため（蒸発散）、水資源の総量を減らしてし
まう側面もあります。では、森林の有効性は単な
る幻想で、山は草原や畑にしたほうが良いのでし
ょうか。
　森林には前述のような側面が確かにある一方
で、物理性に優れた土壌を生成するという側面も
あります。この土壌によって、雨水の多くが地中
に浸透して地下水となり、ゆっくり流下すること
で安定的な水資源の確保につながります。地表流
が起きにくいため表面侵食も防がれ、土石流の発
生を抑えるほか、根が土壌を緊縛することで斜面
崩壊の発生を防ぐ効果もあります。
　私たちは日頃つい一面的なものさしで物事を判
断しがちですが、土地利用による効果・影響は非
常に多面的で、一概にどの利用形態が良いのか悪
いのかを決められるようなものではありません。

　土地利用による効果を最大化するには、特性の
異なる様々な利用形態を空間的に適切に配置する
ことも有効であると思います。例えば、熊本県の
阿蘇山では、外輪山の稜線部からカルデラ内へ向
かって「草原・森林・集落・耕作地」の順に配置
する伝統的な土地利用がみられます。稜線部の半
自然草原は土壌の浸透能が低く、地表流が起きや
すいものの、その下方に森林帯が配置されている
ことで、地表水が地中に浸透し、地下水となりま
す。その水は熊本市など、下流の広大な都市域の
水資源になっています。蒸発散量が少なく、水量
のロスの少ない草原と、その水を地下水にし、土
砂災害を防ぐ森林。双方が補い合うことで、防災
と水源涵養機能を総合的に高めるこの配置は、極
めて理にかなっているといえます。
　物事を一元的に捉えず、それぞれの特性や強み
を活かして組み合わせていくことは、土地利用に
留まらず、社会全般の様々な事象を考える上でも、
今後より重要になる視点であるように思います。

　※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手
大学地域防災研究センターのホームページ「公開
情報」で閲覧できます。
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現在の沼宮内高校の寄宿舎

　岩手町は、県立沼宮内高等学校
に県外から入学した生徒が生活す
る新しい寄宿舎の建設を計画。こ
のほど高橋勲設計への設計業務の
委託を決めた。設計を今年度で完
了させ、年度の着工と年度内の
完成、供用開始を目指す。
　沼宮内高校は年度から、県外
からの生徒の受け入れを行ってい
る。県外から入学した生徒たちは
当初、下宿しての通学であったが、
生徒たちにより良い生活環境を提
供することを目的に、町では年
度に同町江刈内の中心市街地にあ
る旧旅館の建物を改修。寄宿舎と
して利用しており、現在は～
年の男子生徒人が入居してい
る。
　同校は今後も県外からの入学生
獲得を目指しており、県外出身の

生徒の増加も想定される。町では
新しい寄宿舎の建設により生徒た
ちの生活環境を向上させて、高校
の魅力向上と受け入れ体制の充実
を図り、生徒数の増加にも寄与し
たい考え。
　建設場所とし
て、現在の寄宿
舎の隣接地を確
保。このほど
「岩手町沼宮内
高等学校第学
生寮新築工事設
計業務」を入札
した結果、高橋
勲設計が万
円で落札した。
委託期間につい
ては年月
日までを予定し

ている。
　新しい寄宿舎は木造階建て
で、施設規模は設計の中で決定す
る。居室、共同風呂、トイレ、食
堂、厨房の設置は決まっており、
設計の中で定員やその他必要な機
能などについて調整していく。
　町の年度一般会計当初予算に
は、沼宮内高校等教育魅力化事業
として、工事請負費億万円
を計上している。工事費は繰り越
して年度に建築工事を行い、年
度内の完成と供用開始を目指す。

▽建築主、住所、建築場所、用途、
構造・階数（Ｗ＝木造　Ｓ＝鉄骨
造　ＲＣ＝鉄筋コンクリート造）、
面積、設計、施工、確認済証の交
付月日

▼月日
▽㈱ヤマダホームズ代表取締役小
林辰夫　群馬県高崎市栄町１番
１号　金ケ崎町西根下谷地番
３　一戸建ての住宅（金ケ崎町
号棟カーポート）増　Ｗ　
．㎡　ホームデザインサー
ビス　直営　月日
▼月日
▽セキスイハイム東北㈱北東北支
店支店長今野祐樹　盛岡市津志
田町三丁目７―　奥州市水沢
佐倉河字川原田番　一戸建
ての住宅（水沢佐倉河ⅡＡ棟）新
　鉄鋼系ユニット構造　．
㎡　セキスイハイム東北盛岡
一級建築士事務所　セキスイハ
イム東北北東北支店　月日

　盛岡市保健福祉部は月日付
で、北厨川老人福祉センター・北
厨川児童センター階屋上防水修
繕を公告した。入札参加申請手続
きは日正午まで。入札は日に
行われる。
▽北厨川老人福祉センター・北厨
川児童センター階屋上防水修
繕

施行地　盛岡市立北厨川老人福祉
センターおよび盛岡市立北厨川
児童センター（盛岡市厨川丁
目番号）
修繕期間　年月日まで
修繕内容　①屋上防水修繕（既存
防水シート張替、笠木天端モル
タル左官、排水ドレン交換等）
②外壁不良部修繕（外壁不良部
分の張替等）
入札参加資格　建築一式工事甲
Ａ、甲Ｂまたは甲Ｃの者である

こと―など
入札参加申請手続　年月
日正午まで
入札月日　年月日時
………………………………………

　一関市総務課は日付で、制限
付一般競争入札（電子入札）で実
施する厳美公園丸木橋改修工事な
ど件について公告した。参加申
し込みは日時まで。入札は
日時まで、日の開札を予定し
ている。今回公告分では、件と
も予定価格が事後公表となってい
る。
▽厳美公園丸木橋改修工事
施行地　一関市厳美町字沖野々地
内

工　期　年月日限り（本
工事に係る予算繰越議案が市議
会において可決された場合、工
期は日間となる予定）

工事内容　土木工事〔木橋改修工
事一式〕
予定価格　落札者と契約締結後に

（７面へつづく）

　県県土整備部は、宮古港藤原地
区護岸概略検討業務委託を入札し
た結果、アルファ水工コンサルタ
ンツが万円で落札し、担当に
決まった。業務では、宮古港藤原
地区の港湾計画に位置付けられて
いるふ頭用地について、整備のた
めに必要となる港湾施設の概略設
計や事業費の算出に加え、他事業
で発生する建設発生土の受け入れ
を踏まえた、施設整備計画を立案
する。
　業務の対象地域は、宮古市磯鶏
地内。業務内容は概略設計（予備
設計）一式で、設計計画、設計条

件の整理・検討、資料収集整理、
比較構造諸元の検討、施設の概略
設計（永続状態および変動状態の
安定性の照査）、構造形式の選定
（概算数量・事業費の算出）、事
業実施に向けた課題整理（総合的
な比較検討）、協議・報告を行う。
　このうち、施設の概略設計では、
施設構造・整備計画の検討結果を
基に、施設の概略設計を港湾の施
設の技術上の基準・同解説（
年）に記載されている要求性能や
性能規定に照らし合わせ、条件等
設定し設計を実施する。
　履行期限は日間。案件は、
簡易総合評価の簡易型で、技術
提案評価項目Ｂの特定テーマに対
する技術提案は「工期短縮のため
の施工計画立案にあたっての着目
点について」だった。

　東北防衛局は、岩手外⑻整備場
新設等建築設計を入札した結果、
日総建の担当に決まった。落札金
額は万円で、入札には者が
参加し、うち者は辞退した。業
務では、陸上自衛隊岩手駐屯地や
八戸駐屯地、宮古地区、弘前地区
の建築に係る設計を行う。（関連
７面）

　業務内容を詳しく見ると、岩手
駐屯地は、鉄骨造と鉄筋コンクリ
ート造平屋で約平方㍍の床面
積となる整備場、鉄筋コンクリー
ト造平屋で床面積約平方㍍の油
脂庫・ボンベ庫の新設に向けた設
計を行う。
　宮古市の宮古地区では、鉄筋コ
ンクリート造階建て延べ床面積
が約平方㍍の庁舎のうち、約
平方㍍の内装改修に関する設計
を実施する。
　青森県については、八戸駐屯地
が鉄骨造平屋で床面積約平方

㍍の整備場、鉄筋コンクリート造
平屋の約平方㍍の床面積となる
油脂庫、鉄筋コンクリート造平屋
の床面積約平方㍍となるボンベ
庫の新設に当たって設計を進め
る。弘前市の弘前地区では、鉄筋
コンクリート造階建て延べ床面
積が約平方㍍の庁舎の一部と
なる約平方㍍での内装改修に
ついて設計を進める。

　奥州市は、江刺地区の市道皀田
線小倉沢橋で修繕工事を計画し、
黒沢建設の担当で施工を進めてい
る。一連の修繕では、主桁や橋台、
舗装、伸縮装置、地覆、防護柵、
護岸などを実施する構えでいる。
　現在進められている工事は、
年月日までの工期。舗装工
平方㍍、橋梁用高欄工㍍、
伸縮継手工㍍、表面含侵工平
方㍍、断面修復工一式、仮設工一
式を数量としている。
　同橋は、橋長．㍍、有効幅員．
㍍のＰＣプレテン床版橋で、
年に架設された。橋梁の定期点
検では、早期措置段階のⅢ判定。
橋台竪壁から橋座部にコンクリー
ト欠損が生じている。進展性が見
られることから、早期対策が望ま

しいとの結果だった。
　定期点検の結果を受けて、橋長
長寿命化修繕計画に基づき事業を
進める。年度に設計を行ってお
り、今年度施工を実施する。


